
副作用確認などを行っています。また、コミュニケーショ
ンをとりながらその患者さんに必要な情報をピックアッ
プし、提供しています。そういった中で、「薬の注意事項に
ついて予め知っていたからビックリせずに薬を飲めた
よ。」などと声をかけて頂き、安心して薬物療法を受けてい
ただけた時はとてもやりがいを感じることができます。

今後の目標
　今は様々な分野について幅広く学ばせて頂いていま
す。臨床現場では日々学ぶ事が多く、目新しい事ばかりで
すごく充実しています。まずはどの分野にも対応できる
知識を持った薬剤師を目指し、経験を積んでいくなかで、
自分の専門分野を見つけていきたいと思っています。い
ずれは「この分野の専門はこの人！」と言ってもらえるよ
うに、患者さんや他の医療スタッフから信頼される薬剤
師になりたいと思います。

出会いを後押し、
人生の幸せに繋げたい

江津はぴこ会

　私たち「江津はぴこ会」は、出会いや結婚を望みながら
もなかなか一歩を踏み出せない人の背中を押すことで
「人生の幸せのお手伝い」をしたいと思い、出会いのきっ
かけ作りに取り組んでいます。

はぴことは
　はぴこ（島根はっぴぃこーでぃねーたー）とは、平成
19年から始まった、結婚を望む独身男女の縁結びを応
援する島根県のボランティア制度です。現在、島根県内
において約200人のはぴこが出会いのきっかけを取り持
ち、悩める人の背中押しに励んでいます。平成27年まで
の９年間で約8000人の相談を受け付け、327組のカッ
プルを成婚へ繋げています。
　独身の皆さんの悩みは「仕事と家の往復で出会いがな
い」、「婚活イベントに参加する勇気がない」、「自分に合
う相手にめぐり会えない」などさまざまです。一人ひと
りの想いを受け止め親身に寄り添い、まずは相談者と担
当はぴこスタッフとの信頼関係を築くことを大切にして
います。その中で、相談者がどんな人で、どんな出会い
を求めているかなどを聞き、必要なサポートについて考
えています。幅広い年齢や考えの相談者の中から人と人
の縁を繋げるのは、想像以上に地道な活動です。自分た
ちが繋いだ縁をきっかけに結婚し、幸せな家庭を築かれ
ることをイメージしながら、日々取り組んでいます。

江津はぴこ会の活動
　平成28年２月に「江津はぴこ会」を結成し、現在10名
（男性６名、女性４名）で活動しています。はぴこ個人で
の相談受付は随時行っていますが、はぴこ会としても月
に１度相談会“ごうつ恋活Night”を開催しています。毎
月第２水曜日の午後７時より、café桜co..（じばさんセ
ンター横）において、相談者の皆さんと楽しくお話して
います。落ち着いた雰囲気のカフェなので、相談に来ら
れた方もゆったりと心をオープンにしていただけている
のではと感じています。
　相談内容はさまざまですが、一歩踏み出す勇気を振り
絞って相談に来られる方もおられ、一人ひとりにしっか
りと向き合うことを心がけています。相談受付後のマッ

チングをはぴこだけでは対応しきれない部分もありまし
たが、昨年開設された「しまね縁結びサポートセンター
（浜田）」において島根県内全域でのデータマッチングが
可能となり、少しずつではありますが相談者への出会い
の後押しをしています。データマッチングではなかなか
マッチングとならないケースもありますが、その場合に
は出会いイベントを紹介するなど、人との出会いを大切
にしていただけるようにご案内しています。出会いの
きっかけを取り持った後も相談に乗り、次の行動に移れ
るようアドバイスをすることもあります。
　江津はぴこ会の活動の原動力は、「目の前の人の幸せ」
です。これからも、悩める人たちの背中を優しくあたた
かく押していきたいと思います。

医療の現場で働こうと思ったきっかけは？
　私は幼いころから病気やケガをしたときにアドバイス
をしてくれる、薬剤師の父を心強く感じていました。ま
た、人の助けになる仕事がしたいという思いから、職種と
しても薬剤師に興味を持ちました。どのような職種なの
か調べる中で、薬の知識だけでなく、体の仕組みや病態な
ど薬に関することを中心とした幅広い分野を学べること
が分かりました。そして何より薬を通して患者さんに寄
り添うことで、私も人の支えになることができるのでは
と考えたため、この職種を選びました。

業務内容は？
　患者さんに安心して最適な薬物療法を受けていただ
くために、単に調剤や情報提供をするのではなく、さま
ざまな知識や技術を用いて「調剤業務」、「病棟業務」、
「無菌調製業務」、「治験業務」などに取り組んでいます。
またチーム医療（緩和ケアチーム、感染対策チーム等）
への参加も積極的に行っており、医師や看護師をはじ
めとする各医療スタッフと協力して、より質の高い医
療を提供することで、患者さんの治療や回復のサポー
トをしています。

気をつけていること・やりがいは？
　同じ疾患であっても患者さん個々で患者背景や考え方
は異なります。そのため、患者さんやご家族の方の意見を
伺いながら、それぞれに合った薬物療法を考え提供する
ことで、薬剤師として患者さん一人ひとりに寄り添うこ
とを心がけています。
　病棟業務では直接入院患者さんの元へ行き、薬の説明や

　病院は、病める人を社会復帰させることを目的とし、医師をはじ
めとする多くの職員の連携と協力による「チーム医療」に取り組ん
でいます。病院の中には、さまざまな業務があります。
　医局・看護部・薬剤部・検査科・栄養管理室・放射線科・リハビリ
テーション科・臨床工学科・事務部・地域連携室などで働いている専
門職種がチーム組んで、それぞれの専門分野での経験や知識、技術
を集約して、患者さんに最も適した最新の治療にあたっています。
　また、適切なアドバイスや必要な情報提供を行って早期社会復帰
への手助けをしています。
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